
表１ 遠山啓氏の「原数学」に対応した「原社会科」の概念案 

 

 「２」の「社会認識を育てるステップ & 具体的方法（素案）」を作る時に参考になったのが、
遠山 啓氏らの「原数学」の考え方（遠山 啓

ひらく

「歩きはじめの算数－ちえ遅れの子らの授業か
ら」(2001 国土社)）であり、それを社会科に当てはめた「原社会科」の考え方である 

（上記書 P20参照） 

 

もちろん、「原数学」の考え方は、遠山氏らの長年にわたる実践と理論化の成果であり、「原社
会科」の考え方は、まだその表面をまねた、言葉だけのものではあるが、これからの実践を踏ま
えて、理論化していけたらいいと考えている。 

 

「原数学」 「原社会科」 備考 

①「数量」の基礎にある「未測量」＝

数値化しない段階の量（大きい・小さ

い、長い・短い、多い・少ないなど） 

（「歩きはじめの算数」P.41） 

①「時間的・歴史的認識」の基礎にある「未測？」

＝「対比」（新しい・古い、長い時間・短い時間

など）。そのほかにも寒い・暑い？などもある？ 

例えば１０

０年をどう

と ら え る

か？（おじい

ちゃんのお

じいちゃん

等） 

②「空間・図形」の基礎にある「位置

の表象」＝平面空間における物の位

置関係（ここ・あそこ、上・下、右・

左など）（「歩きはじめの算数」P.43） 

②「空間的・地理的認識」の基礎にある「位置

の表象」に当たるもの+（上・下、右・左、南・

北、東・西など） 

③①と②の基礎にあるのが「分析・総

合の思考」の力。 

 ・赤い丸→２つある属性のうち一つ

だけを分析・抽出すると「赤い」と

「丸」 

 ・色と形と言う２つの属性を同時に

考慮し、総合すると「赤い丸」 

＊これらのことがわかってくると、例

えば「赤い丸」も「青い丸」も「丸」

だということが分かってくる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（「歩きはじめの算数」P.38） 

③①と②の基礎にあるのが「分析・総合の思考」

の力。 

 ・昔の日本→２つある属性のうち一つだけを

分析・抽出すると「昔の」と「日本」 

 ・「時間・歴史」と「空間・地理」と言う２つ

の属性を同時に考慮し、総合すると「昔の日

本」 

こうして考

えてみると、

数学と社会

の科学とし

ての「原教

科」は、共通

する部分も

多いので、子

どもに教え

る場合も、共

通して教え

られると思

われる。 

→つまり「言

葉」「数」だ

けでなく「科

学」も加えて

教えること

が、4つの認

識の学習に

つながるの

で は な い

か？ 

 

 


